




























































24 年度は 3回の研究会を開催した。うち 2回を歴博で行い，1回を沖縄県立博物館・美術館およ
び遺跡現地踏査・資料実見のエクスカーションとした。








































をはかるために，平成 25 年 2 月 27 日から 3月 22 日にかけて，科学研究費補助金（基盤研究（B））
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国立歴史民俗博物館研究報告






25 年度は 3回の研究会を開催した。うち 2回を歴博で行い，1回を種子島における遺跡現地踏査・
資料実見のエクスカーションとした。





















































































これらの研究成果については 2015 年 12 月 6 日に開催された第 99 回歴博フォーラム「縄文時代・
文化・社会をどのように捉えるか？」において，発表を行っている。なおその発表内容については，
吉川弘文館より『縄文時代：その枠組・文化・社会をどう捉えるか』として書籍化され，2017 年 2
月 24 日に刊行されている。
Ⅳ　研究組織
 ［共同研究員］（◎は研究代表者，○は研究副代表者，所属等は発足時）
設楽　博己　　　東京大学大学院人文社会系研究科・教授
高橋龍三郎　　　早稲田大学文学学術院・教授
阿部　芳郎　　　明治大学文学部・教授
谷口　康浩　　　國學院大學文学部・教授
瀬口　眞司　　　（財）滋賀県文化財保護協会・主任
佐々木由香　　　（株）パレオ・ラボ・統括部長
高瀬　克範　　　北海道大学大学院文学研究科・准教授　
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[共同研究の経過と概要]……山田康弘
松村　博文　　　札幌医科大学医学部・准教授
近藤　　修　　　東京大学大学院理学系研究科・准教授
米田　　穣　　　東京大学総合研究博物館・教授
舟橋　京子　　　九州大学総合研究博物館・助教
長田　友也　　　中部大学人文学部・非常勤講師
冨井　　眞　　　京都大学文化財総合研究センター・助教
小畑　弘己　　　熊本大学文学部・教授
福田　正宏　　　東京大学大学院創成科学研究科・准教授
菅野　智則　　　東北大学埋蔵文化財センター・専門職員
伊藤　慎二　　　西南学院大学文学部・准教授（平成 25 年度より）
○工藤雄一郎　　　本館研究部・助教
◎山田　康弘　　　本館研究部・准教授
［ゲストスピーカー］
山田　昌久　　　首都大学東京都市教養学部・教授
山崎　真治　　　沖縄県立博物館・美術館・学芸員
（国立歴史民俗博物館研究部）
